
平成 24 年 6 月 4 日

平成 24 年度 第 1 回工学部教育企画委員会 FD 部会 議事録

日 時： 平成 24 年 5 月 28 日（月） 13:00 ～ 14:20

場 所： 理工学研究科棟 2 階 工学部第 1 会議室（北）

出席者： 柿崎（部会長），加藤，長谷川，久野，古閑，岩下，窪田

山口，太田（学務係）

欠席者： 佐藤学部長，池口副学部長

審議事項

１．平成 24 年度の FD 活動計画

平成 24 年度版国立大学法人埼玉大学年度計画を確認し，本年度の FD 部会活動は原則として平

成 19 年度制定の工学部 FD ガイドラインに則って進めることとした．

２．FD ガイドラインに基づく活動

① 教員相互の授業参観（オープンクラス）について

通常のローテーションに従い本年度は前期に実施することとし，実施期間は 6 月 18 日（月）

～30 日（土）とした．なお，今年度前期授業では土曜開講を実施していることから，この期間

の土曜開講科目も対象に含めることが提案され，これを了承した．実施期間中はアンケートの

回収状況を学務係から報告して頂き，これを基に各委員は学科教員に対して積極的に参観する

よう要請することとした．

また，非常勤講師に対しては学務係より一括して授業参観実施に対する協力依頼文書を送付

することとした．

② シンポジウムについて

開催時期は 11 月中とし，詳細な日程は次回の会議において決定することとした．

部会長より，「工学入門セミナー」を始めとする初年次教育のあり方について議論する場を

設けたい旨の発言があり，これをシンポジウムのテーマの候補としてはどうかとの提案があっ

た．これを一つの候補として，各委員は学科に持ち帰り，本年度のシンポジウムのテーマに関

して次回までに適切な案を考えてくることとし，継続して検討することとした．

③ 学生による授業評価について

部会長より，全学教育企画室がまとめた「学生による授業評価 2010」が Web 上に掲載され

ており，各委員ならびに学科教員においては目を通して頂きたい旨の要請がなされた．

また，平成 24 年度前期の授業評価については，6 月下旬にマークシートが配布されるので，

原則として最終授業日に実施すること，および講義・演習用の設問 14 が変更になることがア

ナウンスされた．

３．次回の会議日程について

7 月 11 日（水）13:30～．会場等の詳細はメールにて配信することとした．

以上



平成 24 年 7 月 24 日

平成 24 年度 第 2 回工学部教育企画委員会 FD 部会 議事録

日 時： 平成 24 年 7 月 11 日（水） 13:30 ～ 14:15

場 所： 理工学研究科棟 1 階 第 1 セミナー室

出席者： 柿崎（部会長），加藤，長谷川，小林（代理），本間（代理），岩下，窪田

山口，太田（学務係）

欠席者： 佐藤学部長，池口副学部長

審議事項

１．教員相互の授業参観（オープンクラス）について

6 月 18 日～30 日に実施されたオープンクラスについて，アンケートの提出状況ならびにアンケ

ート結果について報告がなされた．アンケート結果を受けて次年度はアンケートフォームに任意記

入の記名欄を設けること，他学科も含めてベストレクチャー賞を受けた講義の参観を積極的に推奨

することとした．また，どれくらいの講義が参観の対象になったのか知りたいとの意見があり，後

日集計結果を学務係から報告することとした．

２．シンポジウムについて

今年度の FD シンポジウムのテーマについて各委員より学科における検討状況が報告された．そ

の結果を踏まえ，今年度は工学入門セミナーを初めとする初年次教育を取り上げ，教育効果の評価

法についても検討する内容で企画立案することとした．日程については教授会等の日程が未だ確定

していないこともあり，第一候補を 11 月 30 日（金），第二候補を 12 月 21 日（金）として調整

することとした．

３．その他

全学 FD 研究会が 7 月 27 日（木）に開催予定であり，そこで報告する内容として工学部におけ

る FD 活動状況が配付資料を基に説明された．

４．次回の会議日程について

10 月 30 日（火）13:30～．会場等の詳細はメールにて配信することとした．

以上



平成 24 年 10 月 30 日

平成 24 年度 第 3 回工学部教育企画委員会 FD 部会 議事録

日 時： 平成 24 年 10 月 30 日（火） 13:30 ～ 14:25

場 所： 理工学研究科棟 2 階 工学部第 1 会議室（北）

出席者： 柿崎（部会長），加藤，長谷川，小林（代理），古閑，岩下，窪田

山口，太田（学務係）

欠席者： 佐藤学部長，池口副学部長

報告事項

１．全学 FD 研究会報告

部会長より 7 月 27 日（金）に開催された標記研究会において，今年度は経済学部が話題提供学

部であり，金子教授と李教授より経済学部における FD 活動についての取り組みが紹介されたこと，

続いて，その他の学部から H23 年度の FD 活動状況が報告されたこと，教室等の施設改善要求に

対して 3～4 月ころに予算申請があること，次年度の話題提供学部は理学部であることが報告され

た．

審議事項

１．シンポジウムについて

今年度の FD シンポジウムを 12 月 7 日（金）14:40 より開催することが提案され，これを了承

した．続いて，シンポジウムのプログラム（案）が示され，開催趣旨および当日の流れを確認する

とともに意見交換の上，これを了承した．ベストレクチャー賞については，工学部 FD 部会制定「ベ

ストレクチャー賞について」の 4. 評価点の算出方法を昨年度の FD 部会の決定に基づいて改訂し

たものを承認し，これに基づいて選出した H23 年度ベストレクチャー賞の候補者が示され，評価

点を確認の上，これを決定した．

シンポジウムの開催に向けて，部会長より以下の依頼があった．

・ 各学科の初年次教育についての取り組みを報告する教員を 11 月 16 日（金）までに選出し，

学務係に報告願いたい．

・ シンポジウムの開催を学科教員に対して積極的に周知願いたい．

・ 昨年度「工学入門セミナー」を受講した 2 年生および担当の TA に参加を呼びかけて欲しい．

また，広報用のフライヤーについては部会長と副部会長で用意することとした．

２．その他

なし

３．次回の会議日程について

1 月 25 日（水）～2 月 10 日（金）の期間で後日日程調整の上，決定することとした．

以上



平成 25 年 2 月 20 日

平成 24 年度 第 4 回工学部教育企画委員会 FD 部会 議事録

日 時： 平成 25 年 2 月 7 日（木） メール審議

出席者： 柿崎（部会長），加藤，長谷川，久野，古閑，岩下，窪田

山口，太田（学務係）

佐藤学部長，池口副学部長

報告事項

１．FD シンポジウム実施状況報告

12 月 7 日に開催された FD シンポジウムでは参加者数が昨年度の 38 名から 48 名へと若干では

あるが増加したことが報告された．また，当日，地震発生のため報告できなかった部分については，

予定していた内容を現在作成中の報告書に盛り込み，公開する予定であることが併せて報告された．

審議事項

１．次年度への引継ぎ事項ついて

部会長より次年度への引き継ぎ事項として以下の点が挙げられた．

1) オープンクラスについて

次年度は後期開講科目が対象であること．実施形態については今年度と同様で良いが，参加者

の増員を目指すべく，こまめなアナウンスが必要であること．また，着任 2 年目くらいまでの教

員に対して 2 科目以上の参観を強く推奨して欲しいこと．

2) FD シンポジウムについて

隔年開催を検討してはどうかとの提案がなされた．また，シンポジウムを開催しない年度には

新任者向けの研修会（他の教員の参加も妨げない）のようなものを実施することを併せて検討し

て欲しいこと．

3) ベストレクチャー賞の選考について

あまり評価数（受講者数）が少ない場合は意見分布が偏る懸念があるため，選考に当たって評

価数の下限を設定してはどうかとの提案があった．

これに対して，以下のような意見が挙げられた．

・ オープンクラスの実施時期を少しずつずらしてはどうか（導入期，中盤，後期等）．

・ FD シンポジウムにおいて，板書の書き方を含めた教育方法の改善策に関するテーマを取り

上げて欲しい．

・ ベストレクチャー賞の表彰を工学部教授会終了後に行ってはどうか．

・ ベストレクチャー賞の評価数の下限については議論が必要である．

・ 板書とプロジェクタが併用できるように教室の施設改善をお願いしたい．

２．その他

なし

以上


